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小澤征爾音楽塾オペラ・プロジェクトⅫ 

モーツァルト：歌劇「フィガロの結婚」を支援します。 

～ロームは、小澤征爾氏の音楽にかける熱き想いに共感。音楽の未来を応援します。～ 

 

 

 

 

 

 

半導体メーカーのローム株式会社（本社：京都市）と、ロームが支援する公益財団法人 ローム ミュージック ファンデーション

（京都市）は、音楽文化活動の一環として 2014 年 3 月 16 日～26 日にかけて行われる“小澤征爾音楽塾オペラ･プロジェクトⅫ  

モーツァルト：歌劇「フィガロの結婚」＜オペラ・ドラマティコ形式＞“を支援します。 

ロームは、小澤征爾音楽塾の活動が始動した 2000 年以降、その公演活動を継続的に支援しています。 

また今回初めてプロジェクトの一環として、同塾生（カバー歌手）が上記公演の舞台装置と衣装を使用し、演目を一部抜粋して

上演する特別発表会も行います。 

■小澤征爾音楽塾オペラ･プロジェクトⅫ  ROHM OPERA THEATER 

◇モーツァルト：歌劇「フィガロの結婚」 ＜オペラ・ドラマティコ形式※＞  

音楽監督： 小澤征爾  

指揮： 小澤征爾、テッド・テイラー   （指揮は小澤征爾、テッド・テイラーの 2 名による振り分け） 

演出： ディヴィッド・ニース 

日程： 2014 年3 月16 日（日） 15:00 開演 横須賀公演（よこすか芸術劇場） 

2014 年3 月19 日（水） 18:30 開演 名古屋公演（愛知県芸術劇場） 

2014 年3 月22 日（土） 15:00 開演 大津公演（びわ湖ホール） 

2014 年3 月26 日（水） 18:30 開演 東京公演（東京文化会館） 

チケット料金： S \18,000 / A \16,000 / B \14,000 / C \10,000 / D \8,000 （全席指定、消費税込）※ 

◇塾生による特別発表会  歌劇「フィガロの結婚」 抜粋  ＜オペラ・ドラマティコ形式※＞ 

音楽監督・お話： 小澤征爾      

指揮： テッド・テイラー   

演出： ディヴィッド・ニース 

日程： 2014 年3 月21 日（金・祝） 15:00 開演  大津公演（びわ湖ホール） 

チケット料金： S \4,000 / A \3,000 / B \2,000 （全席指定、消費税込）※ 

主催： 小澤征爾音楽塾 / ヴェローザ・ジャパン 他  

共催： 公益財団法人 ローム ミュージック ファンデーション 他 

協賛： ローム株式会社   

※オペラ・ドラマティコ形式について、チケットのお問合わせ先など詳しくは添付資料をご参照方：小澤征爾音楽塾/ヴェローザ・ジャパン プレスリリース、小澤征爾音楽塾

オペラ・プロジェクトⅫリーフレット 
＜この件に関するお問合せ先＞ 

ローム株式会社 メセナ推進室 

〒615-8585 京都市右京区西院溝崎町21 

TEL(075)311-2121、FAX(075)311-1248 

〒615-8585 
京都市右京区西院溝崎町21 

TEL: 075-311-2121 
FAX: 075-311-1248 

http://www.rohm.co.jp 

小澤征爾音楽塾オーケストラ・プロジェクトⅡ（2013年3月）での塾長小澤征爾氏の指導風景 
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2014 年の小澤征爾音楽塾オペラ・プロジェクト XII	 

モーツァルト:歌劇「フィガロの結婚」	 

ROHM	 OPERA	 THEATER	 

	 

	 

平素は格別のご高配を受け賜り、厚く御礼申し上げます。	 

	 

小澤征爾音楽塾オペラ・プロジェクトは	 2000	 年より毎年、若い音楽家の教

育に全力を注ぎ、大きな成果を挙げております。	 2014	 年の小澤征爾音楽塾オペラ・

プロジェクト XII では、モーツァルト:歌劇「フィガロの結婚」を上演致します。	 

	 

なお、今回はオーケストラピットが舞台に設置され、その周りで歌い手が演

じる新しいオペラ上演のスタイル「オペラ・ドラマティコ」を導入致します。通常

のオペラとは違い、グランド・オペラが上演可能な劇場で、大掛かりなセットに頼

るのではなく、凝縮された表現方法をあえて追求し、小澤征爾音楽塾独自のオリジ

ナルステージを作り上げようとする新たな挑戦です。オーケストラと舞台を一体化

させる事によって音楽とドラマが凝縮され、お客様にも集中して舞台を楽しんで頂

けるものと思います。	 

	 

小澤征爾音楽塾オペラ・プロジェクトの演出と歌手の演技指導を担当してき

ましたデイヴィッド・ニース（David	 Kneuss）は、小澤征爾の音楽理念の良き理解

者として、1980 年からボストン交響楽団と共にボストン・シンフォニーホールやダ

ングルウッド音楽祭で展開された、数々のセミステージ・コンサート・オペラの演

出も取り組んできました。昨年 3 月の小澤征爾音楽塾オペラ・プロジェクト XI プッ

チーニ：歌劇「蝶々夫人」も 1998 年にボストンで上演されました。	 

	 

	 小澤征爾にとって理想的なオペラとは、音楽的にも演出上も「凝縮された美

しさ」を具現化することです。その実現のためには、音楽や物語（リブレット）が

持つ普遍的なテーマや表現を可能な限り作者の意図に忠実に最大限引き出し、かつ

作品の上に凝縮された表現が成し遂げられる事が必要です。そこで今回考えたのが、

必要としない装飾的要素を出来る限り排除し、本質を凝縮する事によって「美しい

単純さ」をもって物語を浮き彫りにする、小澤とニースが長い年月をかけて培って

きた「オペラ・ドラマティコ」という手法です。	 

	 



	 今回上演を目指している「フィガロの結婚」はオペラ・ブッファの代表作で

す。オペラはその時代性に合わせて様式や手法を常に発展させてきました。しかし、

その根底にあるドラマ性という本質は全く変わっていません。そこで、今回の「フ

ィガロの結婚」においては、その本質を重視し、小澤征爾がボストンでのセミステ

ージ・コンサート・スタイル上演において大きな成果を上げた数々のプロダクショ

ンをベースに更に舞台技術に工夫を加え、新しい時代のオペラスタイルである「オ

ペラ・ドラマティコ」として確立し得る舞台作りに挑もうと考えております。	 

	 

	 優秀な若手音楽家たちへ画期的な教育の場として小澤征爾音楽塾は広く認

知されてきました。今回の「フィガロの結婚」にとどまらず、これから小澤征爾音

楽塾は、音楽面が充実していなければ成立しない「オペラ・ドラマティコ」の上演

を通じて、今後も高度な教育に取り組んでまいります。	 

	 

今後とも小澤征爾音楽塾をご支援頂きますようお願い申し上げます。	 

	 

敬具	 

	 

広報担当：宮ヶ谷/ハーレー	 
	 

ヴェローザ・ジャパン/小澤征爾音楽塾	 
〒160-0023	 

東京都新宿区西新宿 3-8-4	 BABA ビル 7F	 
携帯:	 080-4731-4129	 

メール:	 pr@saito-kinen.com	 
URL:	 http://www.ongaku-juku.com	 
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